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　Bipatiu”e　ket　1θ nse 　MoSELEY ，1878 は ヴ ュ、トナ

ム ・カ ソ ボ ジ ア 地 域の 原産 と考 え られ て い る コ ウ ガ

イ ピ ル で ．有性生殖 と無 性 生 殖 を 行 う。植 物 に 付着

し て，人為的に 分布域が 広 が り．現在 で は 南北両半

球 の 世界各地 か ら記録 され て い る。川勝 は 東京産 の

コ ウ ガ イ ビ ル （BiPatium 　 sp ．； 新種記載巾） を B ．

leewenseと 誤認 し た こ と があ る。他方，未同定 で あ

る が，沖之永良部島産 ・沖縄産 ・ 台湾産 の 標 本 中 ec

は B ・ketvenseで な い か と 考 えられ る 虫 も含 ま れ て

い る 。 日 本産 の コ ウ ガ イ ビ ル 類 を 研究す る に 際 し て

比較 の た め の 標 本 が 必要 で あ る と考え．ア メ リ カ 国

立 自然科学博物館所蔵 の 同 定ずみ の B ・　kewense（4

産 地） と近似種 で あ る Bipalium 　adventitium 　 HY −

MAN ，1943 （1 産地）を譲 り受 け て，それら の 形態

を 調 べ た 。 前種 は ブ ラ ジ ル 産 と オ ース ト ラ リ ア 産 の

未成 熱個体 も観察 した 。

　 B ．kewense の 背面 の 基 色は 淡茶複色 で ． 5 本 の

濃紫黒色 の 縦線模様があ る 。 中央の ユ本は 頸部後方

か ら 尾端近 くま で広が り．細 い が 咽頭 と生殖器官部

で は や や太 い 。そ の 左右 の 2 本 は 太 く．尾 端 ま で 達

し，頸 部 の 体側で は 幅 の 広 い 濃 色模様 を 形成 し て い

る 。 体側縁 の 線 は 細く，尾部 で ば 破線状 に な る 。腹

面 IC　2 本の 線模様 が あ る 。
コ ロ ソ ビ ア 州産 の 虫 （固

定標本 で 74mm ，本幅 3．5mm ） で ，陰茎基 部 は 大

形．突起部 は 細 くて 短 い 。 陰 茎 腔 と 雌性腔 は 広 い o

B ，adventitiuin は 背面 正 中線 に 沿 っ て 淡茶色 の 縦線

模様があ り．腹 面 は 無模様 で あ る。ペ ソ シ ル ヴ ァ ニ

ア 州産の 虫 個 定標本 で 30mm ，体幅 4mrn ）で ，陰

茎は よ く発達 し、特に 突起部は 大形 で 円 錐状 ，陰茎

腔は チ ュ
ーヴ 状 で あ る 。 雌性腔 は 中等度 に 発達 して

い る。両種共 に 精巣 は 腹位 で ．卵 巣後方 か ら咽頭基

部ま で分布す る。
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東南ア ジ ア の Diigesia 属 （淡水棲 二 岐腸類）の 染

色体 と分類 　W ．日 本 の 22地点 の ナ ミウ ズ ム シ

田村幸子．山吉孝雄 ，沖　岩四郎 （大阪公衛研），

村 山　均 （長岡大 手 高 ）．戸 田英雄 （浜松市高），川

勝 iE治 （藤女 子 大）

Karyological 　 and 　taxonomlc 　studies 　oぼ the 　Du −

885 ゴα species 　 in　 Southeast　 Asia 、贋・

SACHIKO 　TAMuRA ，　TAKA 〔｝ YAMAYOSHI ，　IWA −

SHIRO 　 OKI ，　 H ΣTQSHI 　 MuRAYAMA ，
　 H1DEO 　 TO ・

DA ，　 MASAHARU 　 KAWAKATSU

　日本 の 22地点 か ら追 加 採集 し た ナ ミ ウ ズ ム シ Du 一

望 廟 扣卿 f昭 iaPonicaの 染色体を 押 しつ ぶ し法

で 観 察 した。採 集 地 点 ： 両津市黒姫 ．同大野 亀，新

潟県佐渡郡相川町，長岡市成願寺町 ．同 栖吉町 ，横

浜 市 獅 子 ケ 谷 町 ．逗 子市神武寺 ，清水 市鉄舟寺．浜

北市八 丁 谷，同新屋土取，同抵池 ，浜松市半 田 町 ，

同伊佐地 町，同三 ケ 日 町．同南有玉町．湖西市大知

波，茨木市車作，同 竜仙峡 ，泉南市童子畑 ，大阪府

泉 南郡岬町，神戸市住吉，鹿 児島県始娘郡霧島町 。

　 こ れ らの 材料 に よ る 染色体 観察 の 結果 は 以下 の 通

りで あ っ た 。 1）一
種類 の 核型 か ら成 る 個体 ： 2x ＝＝

16 （38匹），3x ＝ 24 （11匹），3x 十 1　LB ＝25（6 匹），

（3x − 1）＋2　LB ＝25 （4 匹）； 2 ）混倍数性個体 ：Z

x ；16 ＆ 3x ＝24 （2ユ匹〉．2x・・16 ＆ 4x ＝32 （1匹）｝

3） 混異数性個 体 ： （2x − 1）十 1　LB ＝ユ6 ＆ 2x ＝ 16

（1 匹）．2x ＝15 ＆ 2x ＋ 1　 LB ・＝17 （1 匹）．（3x − 1

− 1）十 2LB ＝・24 ＆ （3x − 1）十 2　LB ＝25 （4匹），3x

十 l　LB ； 25 ＆ （3x− 1）十 2　LB ＝25 （4 匹）．　3x 十 1

LB ＝＝ 25 ＆　（3x − 1）十 2　LB ＝ 25　＆　（3x − 1− 1）十 3

LB ＝＝25 （3匹 ），3x 十 l　 LB ＝25 ＆ （3x − 1）十 2　LB

＝ 25　＆ 　3x 十 2　LB ＝ 26 （2 匹），3x十 1　LB ＝25 ＆

（3x − 1）十 2　LB ＝25　＆　（3x
− 1− 1）十 3　LB ＝25 　＆

3x →
−2　 LB ＝26 （10 匹）e

　 上 記 の うち で ，今 回 新 た に 検 出 さ れ た 核型 は （2X

− 1）＋ 1LB ；16 ＆ 2x ＝16 （長岡市栖 吉町産），2x

＝16 ＆ 2x ＋ 1　LB − 17 （清 水 市鉄 舟寺産 ），お よ び

（3x− 1− 1）十 2　LB ＝24 ＆　（3x
− 1）÷ 2　LB ＝25 （茨

木市車作．同竜仙峡産） の 3 種 類 で あ る 。 ま た ．染

色体数 25で ，3 種類 の 核型 の 細胞が混在す る異数性

個 体 （大阪府泉南郡岬 町 産） に 雄性系の 減数 分裂鱇

と精 子 が 観察 さ れ た。
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